
 

       
 

                    
 

   

  

令
和
５
年
度
山
中
温
泉
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
総
会
が
４
月

11
日
、
山
中
温
泉
文
化
会
館
・

大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
約

40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

辻
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
決
算
・
予
算
な
ど

の
議
案
（
別
紙
）
が
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

13
年
目
を
迎
え
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
更
な
る

充
実
を
図
る
た
め
、
役
員
や
各
部
員
だ
け
で
な
く
、

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
画
い
た
だ
き
、
ま
ち

づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

              
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第１４１号 
２０２３（令和５年） 

５月号  
 

３月号  

広報 

令和５年度山中温泉地区  

 

山中温泉地区まちづくり推進協議会 

ま ち づ く り 推 進 協 議 会 総 会  
 

 

 

会

長 

辻 
 

石
斎
（
本
町
二
） 

副

会

長 

二
木 

克
治
（
冨
士
見
） 

副

会

長 

吉
本 

龍
平
（
下 

谷
） 

公

民

館

長 

新
家
由
希
子
（ 

南 

） 

事

務

局

長 

新
本 

欣
悟
（ 

栄 

） 

事

務

局

会

計 

鹿
野 

雄
一
（
薬 

師
） 

総

務

広

報

部

長 

日
下 

賢
裕
（
湯
の
出
） 

健

康

福

祉

部

長 

冨
樫 

和
国
（ 

栄 

） 

環

境

安

全

部

長 
 

村
井 

雅
之
（
西
桂
木
） 

文

化

ス

ポ

ー

ツ

部

長 

宮
本 

 

優
（
上 

野
） 

文

化

班

長 

嘉
野 

勝
仁
（
本
町
一
） 

ス

ポ

ー

ツ

班

長 

岩
倉 

康
夫
（
薬 

師
） 

理

事 

今
津
和
喜
夫
（
湯
の
本
） 

理

事 

荒
谷 

啓
一
（
河 

鹿
） 

理

事 

新
家 

直
樹
（ 

栄 

） 

理

事 

村
田 

和
人
（
湯
の
出
） 

理

事 

竹
村 

勝
広
（
緑
ヶ
丘
） 
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菊の湯第２（長谷田） 定期休業日 毎月第２・４木曜日 

山
中
温
泉
地
区 

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
長 

辻 

石
斎 

 

本
年
度
も
会
長
を

務
め
ま
す
辻󠄀
で
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
も
よ
う

や
く
出
口
が
見
え
て

き
ま
し
た
。
感
染
拡

大
前
に
戻
る
ま
で
、
も
う
少
し
時
間
が
か

か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
間
に

感
じ
た
こ
と
や
分
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に
つ
い
て

皆
様
と
協
議
し
、
よ
り
良
い
活
動
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
山
中
温
泉
地
区
は
大
き
な
変
革

期
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
数
年
間
に
、
旧
・

役
場
庁
舎
の
取
壊
し
や
山
中
武
道
館
の
廃

止
な
ど
、
地
域
の
思
い
出
深
い
施
設
を
失

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
ゆ
け

む
り
健
康
村
の
休
業
は
、
利
用
者
の
み
な

ら
ず
、
地
域
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
菊
の
湯
周
辺
再
開
発
工

事
は
今
年
度
か
ら
始
ま
り
、
き
ん
し
ん
跡

地
は
芝
生
公
園
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

本
町
の
道
路
拡
幅
事
業
も
具
体
的
に
進
行

し
、
街
灯
の
形
や
歩
道
の
色
彩
等
も
決
定

し
ま
し
た
。
商
店
跡
地
（
湯
の
本
町
）
は
、

大
獅
子
を
配
し
た
公
園
と
し
て
今
年
度
中

に
完
成
し
、
観
光
客
の
目
を
引
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。 

「
ま
ち
づ
く
り
」
と
は
、「
何
か
を
建
て

る
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「
自
分
た
ち

の
ま
ち
を
、
自
分
た
ち
の
手
で
、
住
み
良

く
活
気
の
あ
る
ま
ち
を
築
い
て
い
く
」
こ

と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
引
き

続
き
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

  山
中
温
泉
地
区
町
内
会
連
合
会 

会
長 

二
木 

克
治 

 

こ
の
た
び
、
令
和

５
年
度
連
合
町
内
会

長
に
就
任
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
二
木

と
申
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
重
責
を
担
う

こ
と
と
な
り
、
不
安
と
と
も
に
身
の
引
き

締
ま
る
想
い
で
す
。 

私
は
日
頃
か
ら
、
町
内
会
は
、「
住
民
の

相
互
扶
助
」
「
地
域
の
防
犯
防
災
」
「
文
化

振
興
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
等
、
多
彩

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
為
に
「
ま
ず
は
出
来
る
こ
と
か
ら
」

を
信
条
に
、
微
力
を
尽
く
し
て
取
り
組
む

所
存
で
す
。 

今
後
と
も
、
地
域
の
皆
様
と
協
力
し
、

町
内
会
及
び
地
域
の
発
展
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。 

  山
中
温
泉
地
区
女
性
会 

会
長 

辻 

芳
子 

 

こ
の
た
び
、
山
中
温
泉
地
区
女
性
会
会

長
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
初
め
て
の
こ
と
で
分
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
な
の
で
、
女
性
会
の
方
々
と
と
も

に
、
先
輩
の
方
々
に
教
え
て
い
た
だ
き
な

が
ら
務
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
、
こ
の
山
中
温
泉
に
お
き
ま
し
て
も
、

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
り
、
何
か

と
運
営
が
厳
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た 

だ
、
私
た
ち
女
性
会
の 

活
動
で
少
し
で
も
山
中 

温
泉
の
皆
様
に
喜
ん
で 

い
た
だ
き
、
楽
し
く
過 

ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と 

に
な
れ
た
ら
と
考
え
て 

お
り
ま
す
。 

 

こ
の
一
年
、
皆
様
の 

ご
指
導
・
ご
協
力
を
お 

願
い
い
た
し
ま
す
。 
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 菊の湯第１（湯の出） 定期休業日 毎月第２・第４水曜日 

 

                        

 

     
 

     

山

中

温

泉

ア

イ

ス

ス

ト

リ

ー

ト

を

主

催

す

る

湯

の

本

町

商

店

振

興

会

で

は

、

源

泉

を

丸

ご

と

使

っ

た

「

菊

の

湯

ア

イ

ス

キ

ャ

ン

デ
ィ
」
を
、
山
中
座
を
は
じ
め
、
色
々
な

お
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
売
り
上
げ
の
一
部
は
、
毎
年
山
中

温
泉
財
産
区
を
通
し
て
、
温
泉
の
運
営
と

振
興
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

令
和
４
年
度
は
２
，
５
６
５
本
を
販
売

し
、
３
８
，
４
７
５
円
を
寄
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
販
売
数
が
伸
び
な

か
っ
た
上
に
、
原
材
料
の
高
騰
が
重
な
り
、

前
年
度
よ
り
寄
付
額
が
少
な
か
っ
た
の
が

残
念
で
す
が
、
北
陸
新
幹
線
加
賀
温
泉
駅

開
業
を
見
据
え
て
本
格
化
す
る
観
光
シ
ー

ズ
ン
に
向
け
て
、
今
年
度
は
販
売
数
を
増

や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

二
木 

克
治
（
湯
の
本
） 

ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
で
す 

 
 

 

小
・
中
学
校
入
学
式 

 

４
月
６
日
、
小
・
中
学
校
の 

入
学
式
が
行
わ
れ
、
山
中
小
学 

校
で
は

23
人
（
男

14
・
女
９
）
の
新
入
生
が
、

初
め
て
の
学
校
生
活
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ

て
い
ま
し
た
。 

山
中
中
学
校
で

46
人
（
男

24
・
女

22
）
の

新
入
生
が
、
き
り
っ
と
し
た
表
情
で
式
に
参

列
し
て
い
ま
し
た
。 

                  

お
き
ら
く
講
座 

「
防
犯
講
座
」 

 

【
日
時
】
５
月

24
日
（
水
）

11
時 

【
場
所
】
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
講
師
】
大
聖
寺
警
察
署
生
活
安
全
課 

  

悪
質
商
法
の
手
口
を
知
り
、
対
処
法

を
学
び
ま
し
ょ
う 

【
問
】
ま
ち
づ
く
り
（

78-

３
５
８
８
） 

菊
の
湯
ア
イ
ス 

寄
付
贈
呈 

新
し
い
町
内
会
長
を
ご
紹
介
し
ま
す 

 
令
和
５
年
度
温
泉
地
区
町
内
会
連
合
会 

 

会 
 

長 
二
木 

克
治
（
冨

士

見
） 

副

会

長 
静
岡 

正
芳
（
河

鹿
） 

〃 
 

矢
口
周
一
郎
（
東

町

一
） 

〃 
 

黒
田 
清
彦
（
湯

の

本
） 

〃 
 

中
嶋 
正
美
（
西

桂

木
） 

議 
 

長 

小
原 

篤
志
（ 

南

 

） 

会
計
・
書
記 

谷
本 

久
則
（
本

町

二
） 

 

松
木 

 

徹
（
下

谷
） 

澤
田 

正
樹
（
こ
お
ろ
ぎ
） 

 
 

 
 

 

新
本 

欣
悟
（ 

栄

 
） 

日
下 

賢
裕
（
湯

の

出
） 

村
井 

一
彦
（
本

町

一
） 

山
本
泰
士
郎
（
東

町

二
） 

稲
谷 

晃
士
（
薬

師
） 

安
念 

義
浩
（
白

山
） 

堂
崎 

豊
和
（
東

桂

木
） 

林 
 

勝
治
（
上

野
） 

中
川 

崇
史
（
緑

ヶ

丘
） 

医
王
寺
甘
茶
法
要 

 

【
日
時
】
５
月
④
日
（
木
・
祝
） 

 

※
甘
茶
の
ふ
る
ま
い
は
９
～

15
時 

※

13
時

30
分
か
ら
法
要
を
行
い
ま
す 

 

【
問
】
医
王
寺
（

78-

１
２
３
０
） 

 

第
68
回
山
中
温
泉

 

消
火
栓
放
水
競
技
大
会  

【
日
時
】
５
月

14
日
（
日
）
９
時 

【
会
場
】
山
中
座
周
辺 

大

会

当

日

は

7
時

～

12
時

頃

ま

で

、

山

中

座

周

辺

は

通

行

止

め

に

な

り

ま

す

。

ご

協

力

を

お

願

い

し

ま

す

。 
 【

問
】
消
防
山
中
分
署
（

78-

０
１
１
９
） 

 



いただきありがとう ございました。おか げさまを持ちまして 無事終了することが でき

ました。心より御礼申し上げます。  

※来館時   

忘
れ
し
ゃ
ん
す
な 

 

 

 
 
 

 

  

 

 

 
 

 

 

※ 行事の参加は事前予約となっています。 

※ 行事の変更・中止、遊べる時間や入館者数が制限されることがあります。 

※ プラネタリウム一般投影は行事が重なっている場合は中止となります。 

日時 行事 場所 主催 

③ 

④ 

（ 水 ）  

（ 木 ）  

９：００ 

～   
１７：００ 

山 中 漆 器 祭  山中座前広場 漆器組合 

④ 

⑤ 

（ 木 ）  

（ 金 ）  
１３：００ 

春 祭 り                 

（ 御 神 輿 ・ 御 神 楽 巡 行 ）  
町内一円 白山神社 

④ （ 木 ）  １３：３０ 
 

甘 茶 祭 法 要  医王寺境内 医王寺 

８ （ 月 ）  １１：００ 白 山 神 社 春 季 例 大 祭  白山神社 白山神社 

９ （ 火 ）  １３：３０ 東 山 神 社 春 季 例 祭  東山神社 東山神社 

１４ （ 日 ）  
９：００ 

 ～  
１２：００ 

第 ６ ８ 回 山 中 温 泉  

消 火 栓 放 水 競 技 大 会  
山中座周辺 消防山中分署 

２４ （ 水 ）  １１：００ おきらく講 座 「 防 犯 講 座 」  老人福祉センター 山中温泉公民館 

月  火  水  木  金  

下谷げんきクラブ 
（ 1 0 時 3 0 分 ）  

ゆ～ゆ～くらぶ 
（ 1 3 時 3 0 分 ）  

 

 

 

 

Ｌ Ｌ ク ラ ブ  
（ 1 0 時 ）  

 

 

 

 

 

 

いきいきサロンしゃくなげ 
（ 9 時 3 0 分 ）  

宝 寿 会 ラ ジ オ 体 操  
（ 9 時 4 0 分 ）  

温 泉 げ ん き く ら ぶ  
（ 1 0 時 ）  

ゆざやカラオケ同好会 

（１３時）※第 2・4 

将 棋 サ ー ク ル  
 ( 1 3 時 ）  

お 茶 会 さ く ら 会  
（9 時 00 分）※第 2・4 

宝寿会カラオケサークル 
（13 時 30 分）※第 1・3 

 

Ｌ Ｌ ク ラ ブ  
（ 1 0 時 ）  

ゆ ～ ゆ ～ く ら ぶ  
（ 1 3 時 3 0 分 ）  

脳 ト レ サ ー ク ル  
（13 時 30 分）※第 2・4 

 

 

＜ 基 本 毎 日 ＞  ヘルストロン･マッサージチェア（9 時～16 時）  
 

※活動時間の変更・中止となる場合があります       【問】老人福祉センター（ 78-1370）    
 

月行事予定  

おはなしの会 

らんらんランチ 

天文教室 

春の星と音楽 

14 

27 

28 

 

（日） 

（土） 

（日） 

10：00 

9：00 

13：20 

14：00 

5 

10・17・24・31 

13 

 

10：00 

10：30 

10：00 

16：00 

菊
の
湯
定
期
休
業
日 

 

第
１
（
湯
の
出
） 

５
月

10
日
・
24
日
（
水
） 

 

第
２
（
長
谷
田
） 

５
月

11
日
・
25
日
（
木
） 

 

こいのぼりを作ろう 

にこにこ子育てひろば 

俳句教室 

リズムダンス教室 

加 賀 市 山 中 温 泉 西 桂 木 町 ト ５ -１  山 中 温 泉 文 化 会 館 内  山 中 温 泉 地 区 会 館  

 

 

編集  

発行  T E L ０ ７ ６ １ -７ ８ -３ ５ ８ ８  

FA X  ０ ７ ６ １ -７ ８ -３ ５ ８ ９  

（金） 

（水） 

（土） 

 

 

  

 

 

 
＜児童センター休館日＞  4（木）、 6（土）、 9・ 16・ 23・ 30（火）、 21（日）  
 

【問】児童センター（ 78－ 3536）  

E-mai l :onsenchiku@kaga - tv .com  

URL:yamanakaonsen-machidukuri.com 

新
緑
の
季
節
を
迎
え
、
私
は

一
番
好
き
な
季
節
で
す
。 

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

ィ

ル

ス

の

３
年
強
が
過
ぎ
、
生
活
は
戻
り

傾
向
に
あ
る
中
、
社
会
全
体
が

こ

れ

ま

で

と

は

違

っ

た

生

活

に

な

る

だ

ろ

う

と

思

っ

て

い

ま
す
。 

５

月

８

日

を

待

っ

て

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

の

様

な

位

置

付

け
に
な
れ
ば
戻
れ
る
か
も
、
戻

れ
る
と
信
じ
た
い
。
私
た
ち
一

人
一
人
の
気
持
ち
、
前
向
き
に

考
え
ま
し
ょ
う
。 

 
 

福 

福 

春
の
交
通
安
全
運
動 

 

５
月

11
日
（
木
） 

～

20
日
（
土
） 


